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 資料編 私にとって“ご近所”とは  

中学生の意識と実態調査結果から 大人社会への提言‥‥‥‥‥‥‥ 

 

本会で本会では、平成２０年度から平成２６年までの７年間にわたる県委託事業「一人でも

安心して暮らせる地域づくり事業」を通じて、高齢者の孤立・孤独防止事業に取り組み、多くの

若者が、長寿者訪問型研修会で、ご近所のふれあい・ささえあいこそ重要な解決策であること

を高齢者から学びあった。 本会では、平成２０年度から平成２６年までの７年間にわたる県委

託事業「一人でも安心して暮らせる地域づくり事業」を通じて、高齢者の孤立・孤独防止事業に

取り組み、多くの若者が、長寿者訪問型研修会で、ご近所のふれあい・ささえあいこそ重要な解

決策であることを高齢者から学びあった。  

延べ２４回、２４３名の若者からでた４００の意見から、世代を超えたご近所を学ぶ教材と

して、平成２７年度県共同募金・広域福祉活動助成事業により「若者発  ご近所福祉かるた」

が誕生した。 

「なぜ、ご近所福祉か」を本会内に設置した「共創社会実現研究会」と若者有志による「若者

発居場所あり方研究会」で議論し、見返りを求めない、対等な立場である、継続的な行為であ

る、日常的である等、昔からご近所に存在している「おすそ分け」的解釈をかるた制作のプロセ

スの中で「ご近所福祉と置き換えた。 また、なぜ、「かるた」としたかは、四季を通じ、世代

を超えた日常生活の学びが出来ることを確認し、実社会を具現化したストーリー化に努めて制

作に取り掛かった。 

かるたの完成までのプロセスを重視し、１００セットは、地域と実践地域・領域に「共同募

金」による制作の意義を強調するとともに、幼児から大人まで、世代を超えて、身近な地域の実

践活動の場や行事の中で、「地域総合型学習」として「見える化」「わかる化」の工夫をし、楽

しみながら安心して暮らし合う生活圏域づくりをめざすことができるように地域福祉教育教材

として５年間を経過した。 この間、配布した地域・領域から感想や反響、さらにかるたの配布

要請等が本会に寄せられている。 制作のプロセスから、あくまでも、有料化をしないことで

５年を経過したが、改めて、今日、「ご近所福祉その意識と実態調査」の調査結果から、地域コ

ミュニティも希薄化がみられる中で、 

 高齢者（長寿者）の社会参加、集まる居場所の活性化、学校教育と社会教育の融合による課題解

決の必要性から、ここに「かるたの増刷」とともに、その利用方法をしっかりと示し、「ご近所

福祉」をさらに推進することを目的に「かるた利用の手引書」を作成する。 

 

延べ２４回、２４３名の若者からでた４００の意見から、世代を超えたご近所を学ぶ教材と

して、平成２７年度県共同募金・広域福祉活動助成事業により「若者発  ご近所福祉かるた」

が誕生した。 

「なぜ、ご近所福祉か」を本会内に設置した「共創社会実現研究会」と若者有志による「若者

発居場所あり方研究会」で議論し、見返りを求めない、対等な立場である、継続的な行為であ

る、日常的である等、昔からご近所に存在している「おすそ分け」的解釈をかるた制作のプロセ

スの中で「ご近所福祉と置き換えた。 また、なぜ、「かるた」としたかは、四季を通じ、世代

を超えた日常生活の学びが出来ることを確認し、実社会を具現化したストーリー化に努めて制

作に取り掛かった。 

かるたの完成までのプロセスを重視し、１００セットは、地域と実践地域・領域に「共同募

金」による制作の意義を強調するとともに、幼児から大人まで、世代を超えて、身近な地域の実

践活動の場や行事の中で、「地域総合型学習」として「見える化」「わかる化」の工夫をし、楽

しみながら安心して暮らし合う生活圏域づくりをめざすことができるように地域福祉教育教材

として５年間を経過した。 この間、配布した地域・領域から感想や反響、さらにかるたの配布

要請等が本会に寄せられている。 制作のプロセスから、あくまでも、有料化をしないことで
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は  じ  め  に 
「静岡福祉文化を考える会」は、1996 年(平成８年)、「静岡発 福祉文化の創造」を掲げて結成

し、「実践こそ福祉文化」、「ホッとする、安心・安全な地域づくり」に向けて、２９年間の活動に取

り組んでいます。「ご近所福祉こそ福祉文化」の検証を県民とともに取り組む中で、「具体的な地域

福祉教育教材」の必要性を痛感しました。平成２５年・２６年の２年間、延べ２４回、約２４３名

の若者が、長寿者宅を分散して訪問し、住み慣れた地域で生活する長寿者を取り巻く現状と若い世

代に託したい思い・願いを真剣に学び合いました。そして、「これからのご近所のあるべき姿」を、

若者の視点で、ご近所のささえあいの議論を積み重ね「平成２７年度赤い羽根共同募金助成事業」

により、「“若者発”ご近所福祉かるた」（１００セット）が誕生。その後、県内各地での取り組みか

ら、更に７年後の令和３年度再び、「赤い羽根共同募金助成事業」により、「“若者発”ご近所福祉か

るた」（１００セット増刷）と「かるた利用の手引き」（２００部）を作成し、「ご近所福祉」の推進

に努めてきました。令和６年度「ご近所福祉検証期」を迎えて、このたび「赤い羽根共同募金助成

事業」により、「かるた１００セットの増刷」(これまでに 300 セット作成)と、この１０年間、各

地域・領域におけるかるたの活用状況を調査し「若者発 ご近所福祉かるた活用事例集」として、

ここにまとめることが出来ました。作成に当たり、ご多忙の中、漫画家 法月理栄様、協働団体「焼

津福祉文化共創研究会」様から多大なご支援をいただきました。ここに、厚くお礼申し上げます。 

 「若者発 ご近所福祉かるた」の更なる積極的な活用を期待しています。 

 

令和６年 ９月３０日 

                        静岡福祉文化を考える会 
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        若者が高齢者から学んだ“ご近所の支え合い” 
    もっと、積極的に、身近な地域に目をむけること 

 

１． 一体、若い世代は、“ご近所”を学ぶ機会があるのか 
「静岡福祉文化を考える会」は、阪神淡路大震災１年後の平成８年 9 月に誕生して、29 年目の福祉

文化実践活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会は、当初から、その年度の地域課題をもとに、「調査研究活動」「現場実践検証活動」「地域総

合型研修活動」に取り組んでいます。 こうした福祉文化実践活動を展開してきた中で、常に「超高齢

社会を迎えて、高齢者を取り巻く地域課題」は、重要な議論となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、各種の地域福祉計画策定時期を迎えますと、地域社会の現状とこれからを、住民相互にいろい

ろと意見を交わす「地域懇談会」が開催されます。 とかく、こうした地域の懇談会は、あて職的な関

係者だけの参加の中で、なかなか本音で意見を出す雰囲気ではなく、総花的な申し合わせでまとめるこ

とが多く見受けられているようにも感じました。 

しかし、こうした地域の懇談会も、参加の呼掛け次第で、参加者が相互に身近な地域を学び合う貴重

な機会にもなっています。障がい児者の家族や、高齢者自らが参加した会場やグループでは、地域総合

型研修会的要素をもち、日頃のご苦労を理解し合い、ご近所の支え合いにまでつなげていく議論にまで

深まっています。 

障がいを持つお子さんがご家族におられる方は、会場で、懇談会の最後に「私の家族に障がいをもっ
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た子どもがいることだけでも知っておいて下さい」と、日頃のご苦労を語ることなく、一言だけ話され

ていた姿に、改めて、私たちの暮らし合う地域には、いろいろな人がいて当たり前であることを、参加

者が共有し合った一面でもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、高齢者の安否確認の話し合いの場では、地区の役員や民生委員、ボランティ 

アの方々が意見を交わしていた後に、80 代半ばの方が、「高齢者を排他的にしないで下さい。もっと、

日頃から、高齢者の出番をつくってはどうですか。」と、提案型意見をされていました。  

高齢者を地域で見守る活動について、「意図的な見守り」の仕組みづくりだけではなく、「さりげな

い見守り」を、高齢者を含めた地域ぐるみで取り組むことが出来る環境を提案していました。  

本会では、これまで 29 年間、常に世代を超えて、共通理解を深めるとともに、本音で語れる環境に

努め、「語れる環境こそ、問題を解決する第一歩」をもとに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人間を取り巻く望ましい４つの環境」には、 

  ■「人的環境」（語れる環境）  

語れる環境をつくることこそが、問題解決の第一歩と言われています。しかし、今日では、

容易に、物事を解決できる様々な手法が出来るようになり、人々の関係づくりは多岐にわた

っています。  

■「物的環境」（地域資源の有効活用） 

過去には、それぞれの家庭内に居場所があり、話し合いの場もつくられていました。しかし、

今日では、地域の中で語り合う場所づくりが求められています。 
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■「空間的環境（ホッとする居場所） 

■「自然的環境」（地域の良さの発見） 

ここでは、特に、高齢者と向き合う「語れる地域環境」をいかにして作り出せるかを問題提起を

しておきます。 

 

本会の活動に、長年関わりを持っていただき、高齢者自身の立場で、語り合う機会があるたびに、力

を込めて語られていたことが、つい最近のように感じます。その高齢者は、「ご近所に住んでいて、つ

くづく感じることは、若い世代に、ご近所のこと、高齢者のことをだれが教えていくのか」「高齢者の

気持ちを、特に、若い世代の人に聞いてもらいたいことがたくさんある」「もっと、世代を超えた地域

交流が出来るようにしてほしい」等、人生の大先輩である高齢者が、若い世代に託したい思いが、ひし

ひしと伝わってきました。 

 

２． 長寿者宅を２年間で、延べ２４回２４３名の若者が訪問 
本会では、平成２０年度から平成２６年度までの 

７年間、静岡県委託事業「一人でも安心して暮らせ 

る地域づくり事業」に取り組みました。  

この事業は、 長寿者（高齢者）が地域社会から 

孤立しないために、県民に向けた啓発事業の取り組 

みでした。 

本会は、この大きな社会問題に取り組む課題とし 

て「１年次：長寿者（高齢者）の自立」「２年次： 

長寿社会への課題」「３年次：生活圏域における 

支えあいの仕組み（ご近所福祉）」「４年次：生活圏 

域における一人一人の居場所を考える」「５年次：家 

族ってなに？私の居場所はあるか」「６年次：ここ 

が一番、ホッとする私たちのご近所の居場所づく 

り」「７年次：人々が豊かに暮らし合い、安心して 

暮らせる地域づくり－長寿者をつなぐホッとするご 

近所づくりー」を事業のプロセスとして、 

(1)「地域総合型学習」  延べ４１回の「公開型研修会」の開催（延べ約２，０００名の県民参加） 

(2)「地域実践活動の検証」  ３５市町のうち、６０％の地区で実践展開 

(3)「調査研究活動」 ７年間、毎年度調査のテーマを設定し、調査に取り組む 

の「３つの柱」をもとに、課題解決に取り組みました。  

この７年間の事業展開の中で、平成２５年度・２６年度の２年間「若者が長寿者から学ぶご近所福祉」

を設定し、「長寿者を囲み本音で語る“ご近所福祉”のこれから」を研修テーマに、２４回、延べ２４３

名の若者が、地域で、生き活きと暮らしておられる当時９８歳の高齢者宅を訪問し、“本音で語る ご近

所福祉”を学びました。そして、地域社会で、いろいろと問われている「若者の地域参加」も課題解決の

一助にして、考察をすることとしました。 
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(1)高齢者宅訪問型研修会の全般感想 

・日頃、高齢者と話をする機会がないので、戦争を経験した 

話などとても新鮮だった。こうした尊い経験は、後世に伝 

え、決して風化させてはならない。 

・今の私たちは、ものの豊かさには恵まれているが、人と 

のつながりは希薄だと再認識した。 

・高齢者を若者が囲み、自由に話をする環境がとても新鮮 

だった。 

・高齢者が、今の社会、ご近所のつながりがないことを大 

変心配していることを知った。 

・今、こうして、私たちが安心して生活できるもの、多く 

の高齢者ががんばって創り上げてくれたからこそと、感 

謝の気持ちが芽生えた。 

・高齢者から、力強く毎日充実した生活の話を聞いて、将来、 

自分もそんな人生を送りたいと思った。 

・ボランティア活動とは、学び合うことだと実感した。 

・高齢者の話を聞いて、今の福祉の現状を、我が家と重ねて 

考えることが出来た。 

・高齢者だけでなく若者、地域住民が、ご近所について考え 

ることが必要と感じた。 

・一人ではなく、他者とのつながりで、自分に何が出来るか、 

改めて考えることが出来た。 

・長い人生を生きてきた高齢者から話しを聞き、若い人と高 

齢者との交流こそ、地域福祉の一歩になることを学んだ。 

・高齢者の話を聞いて、元気をもらった。また、若者が高齢 

者に元気を与えていることも学んだ。 

・９８歳の高齢者を若者が囲んだ話し合いは不思議な感覚 

だったが、また話し合いたいという心地よい環境だった。 

   ・若者の「居場所」以上に、高齢者にとって「地域の居場 

所」はすごく大切であることを知った。 

(2)若者が、高齢者から学んだ「身内・足元福祉」「ご近所福祉）」とは何か 

・世代を超えたご近所の付き合いがとても大切である。 

・ご近所福祉の始まりは、挨拶ではじまることを知った。 

・最近のご近所づきあいは、希薄になった。家族の中でも 

会話が少ない。これは高齢者にも問題があり、高齢者は 

受け身でなく、自分から、働きかけることが大切である。 

・遠くの親戚より近くの他人（近所づきあい）、いざという 
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 時に助け合える近所づきあいでありたい。 

・高齢者が参加できる地域の行事を考え、若者も進 

 んで参加し、高齢者と交流する努力をすること。 

・昔は、便利さよりも、人の温かさがあった。今こ 

そ、こうした地域が必要である。 

・若者や長寿者ともに、互いに偏見を持たない地域 

環境が大切である。 

・隣組が無くなり、地域で孤独、不安な生活をして 

 いる高齢者がいることを知った。地域で、お互い 

に支え合う仕組みづくりが必要である。 

・常に、地域やご近所の話題や出来事を、家族の中 

で話し合える環境にしたい。 

・近所の人との関わりが重要。関わりの中から目標 

や生きがいを見つけることがある 

・地域福祉どころか、身内福祉もできていないと実 

感した。私たち一人一人が何をすべきかを考えて、 

より良い家庭、地域づくりにつながるように、私 

たち一人ひとりが努力したい。 

・世代を超えて、相互に理解し、価値観を共有する 

ことが大切である。 

・周りからの言葉かけや同じ空間（環境）にいるだけ 

で支えになる。 

・集める地域ではなく、集まる地域環境が大切である。 

・ちょっとした距離も、高齢者にとっては大変な距離。  

家族の支援を得て、地域に積極的に出ていこうとす 

る努力が必要である。 

・損得を考えず、ご近所づきあいは、感覚で行われる 

ものだと理解できた。 

・ちょっとした一言で、高齢者が、地域に必要とされていると感じるように周囲が努めること。 

・監視されているような意図的な見守りの仕組みではなく、日頃からさりげない見守りに心掛ける。 

・ご近所との付き合いが、生きがいや地域の一体感を生み出すきっかけとなる。 

・近所なのに知らない人や関わらない人が多くならないように、他人⇒他者⇒他己という関係をつ

くっていきたい。 

・「家族に見捨てられた」と感じている高齢者が多い。  

若者は、日頃から、積極的に、高齢者に接することが大事だと感じた。 

・私にとって、「福祉」は、大変難しいことだと感じていたが、日頃のさりげない声掛けや挨拶、助

け合い、思いやり（親切）等、普段の生活の当たり前のことを心掛けていくことだと感じた。 

・福祉制度、サービスや専門の資格保有者が、地域社会のことを全て解決してくれることだと思ってい

たが、身近にいる人が、だれでも、手を差しのべることが大切なことだと感じた。 
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(3) 「高齢者に関する福祉課題」の解決に向けて、地域社会で何が出来るか 

・高齢者を取り巻く家族だけでなく、ご近所に住む若者も、高齢者の問題を一緒に考える機会をもつ。 

・地域の中で、コミュニケーションが少なすぎるので、世代を超えて語れる環境に努める。 

・地域の福祉施設に、ちょっとした交流スペースがあれば、人が集まり交流が出来る。 

・地域貢献（自分たちの地域は自分たちが一番知っている 守れるのも自分たち）への努力。 

・高齢者に対する負のイメージを持たないように、高齢者を理解する地域環境に努める。 

・近所の高齢者の、ちょっとした変化に、気づくように心掛ける。 

・日頃から、ご近所同士の濃いつながりを持つこと。 冠婚葬祭など、昔は地域で行っていたことを聞

いて驚いた。 隣近所の人を、家族だと思うと温かく深いつながりになると感じた。 

・高齢者は、特に、男性の地域参加が少ないように伺えた。 

男性が参加しやすい地域環境を日頃からつくれるように努力をしていく。 

・昔のことを、高齢者から教えてもらうだけでなく、今の社会の大きな変化（流行）を高齢者に伝え相

互理解していくことも大切だと感じた。 

・昔は、地域の人が、寄り集まって、楽しい時間を過ごした貴重な経験を、今の社会に合わせて、「集

まる」場所を工夫していきたい。 

・専門家にだけ、任せきりにするのではなく、地域の一員である私たちに何が出来るか実践していく。 

・まずは、身近な地域の課題を知ることから、地域に関心をもつ努力をしていきたい。 

机上論ではなく、実際に、現場に出向き、高齢者とのふれあい交流する努力をしていく。 

・経験豊かな高齢者をもっと敬うことが大切である。 

・地域の歴史やつながりは、しっかりと後世に受け継がれるべきもの。若者が能動的になるべき。 

・大人は、もっと若者に任せ、チャンスを与える。（自己意識を持つ） 

・難しいことをするのではなく、ごく当たり前に、まずは家庭から声掛け(家庭の輪)をする。 
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１．“     ”取り組み プロセス 

  本会が“ご近所福祉”を活動の主軸にして取り組んできた経過は、次の通りです。 

年 度 活動テーマ/主な活動内容 
平成 20 年度 「高齢者の自立」 

■静岡県委託事業①「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(４回):「高齢者と生きがい」「ホッとする居場所」「ご近所福祉   

ｉｎぬまづ」「高齢者とともに暮らす 共生社会づくりの担い手は一体誰」 

 (2)実践地区活動(4 地区)：沼津市 旧富士川町 掛川市 袋井市 

 (3)調査研究活動：「高齢者の生きがい その意識と実態調査」 
平成 2１年度 「長寿社会づくり」 

■静岡県委託事業②「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(６回):「共生社会と福祉文化」「私にとって、心安らぐ居場所とは

(袋井市現地セミナー)」「ご近所福祉ｉｎぬまづ②」「協働による福祉社会構築と

福祉文化を語る」「高齢者とともに小地域をつなぐ仕組みづくりの実現に向けて」

「ご近所福祉イン小川」 

 (2)実践地区活動(4 地区)：小山町 伊豆の国市 焼津市小川第 11 自治会 菊川市  

 (3)調査研究活動：「長寿社会に関する県民意識と実態調査」 
平成 2２年度 「生活圏域の支え合い」 

■静岡県委託事業③「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(6 回)：「ひとりでも安心して暮らせる地域づくりの条件」「これか

らのご近所の支え合いはどうなるの？」「ご近所福祉ｉｎぬまづ③」「これから

のサロン・居場所は、何をめざすのか」「これからのご近所づくりの原点を探る」

「これまでとこれから・・・生活圏域の支え合いの仕組みづくり」 

(2)実践地区活動(５地区)：藤枝市 磐田市 富士宮市 西伊豆町 沼津市  

(3)調査研究活動：「生活圏域の支え合いとは何か 本音に迫る調査」 
平成 2３年度 「生活圏域の一人一人の居場所を考える」 

■静岡県委託事業④「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(５回)：「これまでとこれから 静岡発 福祉文化の創造」「世代を

超えて、ご近所の支え合いを語ろう」「ご近所福祉ｉｎぬまづ④」「世代を超え

て 福祉文化を語ろう」「共生社会実現への道程」 

(2)実践地区活動(４地区)：富士宮市 西伊豆町 川根本町 袋井市  

(3)調査研究活動：「地域と私の居場所その意識と実態調査」 
平成 2４年度 「家族ってなに？ 私の居場所を考える」 

■静岡県委託事業⑤「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(７回)：「ご近所とつながる家庭機能を考える」「誰が担う つなが

る地域 支えあう地域」「ご近所福祉ｉｎぬまづ⑤」「地域に私の居場所ありま

すか」「これまでの家族 これからの家族」「一人でも安心して暮らせる地域と

は」「ご近所福祉実践事例から学ぶ」 

(2)実践地区活動(６地区)：熱海市 牧之原市 西伊豆町 掛川市 富士宮市 沼津市  

(3)調査研究活動：「私にとって、家族ってなに？その意識と実態調査」 
平成 2５年度 「ここが一番、ホッとする私たちのご近所の居場所づくり」 

■静岡県委託事業⑥「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(６回)：「つながるご近所の再構築の決め手は？」「これからのご近

所を創る」「ご近所福祉ｉｎぬまづ⑥」「実践事例からご近所の支え合いを学ぶ」

「誰がご近所福祉を創るか」「長寿者から学ぶご近所福祉」 

(2)実践地区活動(７地区)：熱海市 牧之原市 長泉町 島田市 御前崎市 沼津市  森町 

 「“若者発”ご近所福祉かるた」誕生から１０年 第２章 
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(3)調査研究活動：「ホッとするご近所づくり その意識と実態調査」 
平成 2６年度 「人々が豊かに暮らし合い、安心して暮らせる地域づくり」 

■静岡県委託事業⑦「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(５回):「豊かに暮らし合う地域を語ろう」「地域の豊かさとは何か」

「一人一人が豊かに暮らせる地域を語ろう」「鈴木君なぜ地域参加するの？山田

君なぜ地域参加しないの？」「静岡発 福祉文化の創造を検証する」 

「長寿者から学ぶご近所福祉」 

(2)実践地区活動：6 年間の実践地区(21 市町 30 地域)を検証する（県内６０％） 

(3)調査研究活動：「豊かに暮らせる地域づくり その意識と実態調査」 
平成 2７年度 「静岡発 福祉文化の創造による豊かに暮らせる生活圏域の地域づくり」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(８回):「豊かな地域づくりを語ろう」「地域住民が集まる居場所と

は」「私の地域を知っていますか」「語れる地域環境とは」「地域の福祉課題解

決に、地域の資源を掘り起こす」「福祉文化と地域の豊かさ」「地域の福祉情報

の共有化」「当たり前のことが当たり前にできる地域とは」 

(2)調査研究活動：「若者の地域参加 その意識と実態調査」 

★赤い羽根助成事業：「ご近所福祉かるたの創作と地域学習の開拓事業」 

 (1)「共創社会実現研究会」設置（12 回開催） 

 (2)「若者発“居場所”あり方研究会」設置（9 回開催） 

 (3)「若者発 ご近所福祉かるた」作成（100 セット）と配布提供（ ３５箇所） 
平成 2８年度 「静岡発福祉文化の創造とご近所福祉」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回):「静岡福祉文化を考える会 これまでとこれから」「いかに、

地域性を発揮したご近所福祉を創るか」「静岡発 福祉文化の創造とご近所福祉

を総括する」「静岡発 福祉文化の創造と豊かなご近所福祉づくり」 

(2)調査研究活動：「ご近所福祉 その意識と実態調査」 
平成 2９年度 「ご近所福祉で集まる地域ぐるみの居場所を拓く」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回):「ご近所福祉と居場所」「ささえあう地域ぐるみの“居場所”

づくりを拓く」「地域ぐるみの居場所をめざす」「静岡発 福祉文化の創造とホ

ッとする居場所」 

(2)調査研究活動：「居場所ってなに？その意識と実態調査」 
平成３０年度 「子どもを育む地域づくりとは」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回)：「福祉文化と子どもを育む地域づくりを考える」「支え合う

地域ぐるみの“子供の居場所”を考える」「子どもたちが安心して暮らせる地域

づくりとは」「静岡発 福祉文化の創造と子どもの支援を考える」 

(2)調査研究活動：「子どもを育む地域づくりその意識と実態調査①」 
令和 元年度 「子どもを育む福祉コミュニティの再構築と地域ぐるみの支え合いの仕組みづくり」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回)：「子どもと福祉文化を語ろう」「地域の子ども支援の実践に

学ぶ」「大人が変わる、地域が変わる、子どもが変わる ホッとする地域とは」 

  「静岡発 福祉文化の創造と子ども」  

(2)調査研究活動：①「子どもを育む地域づくりその意識と実態調査②」 

         ②「256 名の子どもたちに聞きました ホッとする地域ですか」 
令和 ２年度 「つながるご近所の再構築、決め手は一体何か（ご近所福祉の復活）」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回): 「私のご近所 これからのご近所を創る」「ご近所を診断す

る」「これで安心 ホッとするご近所」「ホッとするご近所の支え合いは誰が創

るのか？」  

 (2)調査研究活動：「ご近所福祉 その意識と実態調査」 
令和 ３年度 「地域を家庭化する“ご近所福祉”をつくる仕組みを探る」 
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◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回):「ご近所福祉 その意識と実態から、課題提起を探る」「住民

福祉教育の成果とご近所福祉かるたの活用」「地域を家庭化する“ご近所福祉” 

  を創る支え合いを探る」「ご近所福祉と福祉文化」 

(2)調査研究活動：「福祉ってなに？461 名の子どもたちに聞きました調査」 

★赤い羽根助成事業：「若者発ご近所福祉かるたの活用拡大と住民福祉教育開拓事業」 

 (1)「共創社会実現研究会」設置（６回開催） 

 (2)「若者発 ご近所福祉かるた利用の手引き」作成(200 部) 

 (3)「若者発 ご近所福祉かるた」増刷作成（100 セット）と配布提供（４７箇所） 
令和 ４年度 「ホッとする豊かな地域づくりを拓く“共生社会”を探る」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(４回):「静岡発 福祉文化の創造 26 年間のプロセスを探る」「ホ

ッとする豊かな地域づくりは誰が担うのか？」「ホッとする豊かな地域づくりを

描く」「“ご近所福祉”から描く福祉文化」 

(2)調査研究活動：「ホッとする安心した地域づくり その意識と実態調査」 
令和 ５年度 「世代や領域を超えた、つながる“ご近所福祉”を描く」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(３回)：「静岡発 福祉文化の創造とは～福祉文化の原点を探る～」 

  「世代や領域を超えたつながる“ご近所福祉”を描く」「教育と福祉の融合と“福

祉文化”」 

(2)調査研究活動：「私にとって“ご近所” とは 中学生の意識と実態調査」 
令和 ６年度 「見える・わかる“ご近所福祉”こそ福祉文化」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(３回):「“ご近所福祉”これまでとこれからを語る」「福祉文化の歩

みから見えたもの」「“ご近所福祉”の見える化・わかる化を検証する」 

(2)調査研究活動：「若者発 ご近所福祉かるた活用状況調査」 

★赤い羽根助成事業：「若者発ご近所福祉かるたによるご近所福祉検証事業」 

(1)「共創社会実現研究会」設置（８回開催） 

 (2)「若者発 ご近所福祉かるた活用事例集」作成（200 部） 

 (3)「若者発 ご近所福祉かるた活用状況調査」実施 （46 カ所中 29 箇所回答） 

(4) 若者発 ご近所福祉かるた」作成（100 セット）と配布提供（５１箇所） 

 

  平成に入り、全国的な社会問題として「高齢者の孤立死・孤独死問題」が大きく取り上げられました。 

 本会は、静岡県委託事業「一人でも安心して暮らせる地域づくり事業」に、平成 20 年度から 26 年度

まで 7 年間にわたり取り組むことになりました。若者と大人が向き合う「公開型研修会」（延べ３９回、

約延べ 1,200 名参加）の開催をはじめ、実践地区検証事業（35 市町のうち 21 市町・30 か所、全県

の約 60％実施）、そして、児童から高齢者の領域にまたがる、世代を超えた調査研究活動を中心に、課

題解決に向けた事業を展開し、ここから「ご近所福祉」を浮き彫りにし、県民に広く課題提起をしました。 

多くの若者が参加した各種の研修会から整理した 400 もの意見を「共創社会実現研究会」や「若者 

発“居場所”あり方研究会」を立ち上げて、世代や領域を超えた“ご近所福祉の再構築”を議論し整理

をしました。  

身近な地域を「見える化」「わかる化」していく「地域福祉教育教材」として、「かるた」の制作が提

案され、整理した 400 もの意見をもとに、「読み札」を精査する作業にも着手しました。 

２．「見える化」「わかる化」 「    教育教材」をめざ  

議論をまとめる中で「かるた」制作実現に向けて、「赤い羽根共同募金助成事業」申請の準備を 1 年

かけて取り組みました。 
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■「平成 27 年度「「ご近所福祉かるたの創作と地域学習の開拓事業」の企画書では、 

まだまだ語り続けたい“ご近所福祉論議”を、昔から今日まで、四季を通じた日常生活のあそびや学

びの中に取り入れられている「かるた」を素材として、これからの“ご近所福祉”を幼児から大人ま

で、世代を超えて、身近な地域の実践活動の場や行事の中で、「地域総合型学習」としての学習教材

として提供し、楽しみながら安心して暮らし合う生活圏域づくりをめざす、これからのコミュニテ

イづくりに、啓発啓蒙の福祉活動や福祉コミュニティの仕組みづくりなどの現状課題を改善・解決

できるように、実社会を具現化した“若者発 ご近所福祉かるた”(100 セット)を制作する。 

 ○着眼項目 （１）「これまでのご近所」を紹介しあう学びの場を創る 

（２）「これからのご近所」「私の納得するご近所」を創る 

（３）「高齢者がほっとするご近所」を語り合う場を創る 

（４）「ご近所福祉」を実践する場を創り、地域課題の解決の第一歩を創る 

（５）コミュニケーションの輪を広げる場を創る 

 ○製作過程 

    ＊「本会委員会」「共創社会実現研究会」「若者発居場所あり方研究会」「各種公開型研修

会」等の場で取り組む。 

＊創作に関する指導助言・協力は、これまで、本会の活動に対してご支援ご協力をいただいた 

 関係者との日常的な連携を深めながら取り組む。 

   ＊作画（「読み札」）については、漫画家 法月理栄様の全面的な協力をいただき、具体的な協議

（福祉現場見学等）をする。 

■「令和３年度「若者発 ご近所福祉かるたの活用拡大と住民福祉教育開拓事業」の企画書では、 

  平成２７年度赤い羽根助成事業として完成した「若者発 ご近所福祉かるた」（１００セット）は、 

尊い「赤い羽根共同募金」により制作した意義や、いかに生活圏における支え合いのしくみを構築

するか、広く県民に課題提起をしていくことが目的であり、「焼津福祉文化共創研究会」と協働で

積極的に地域福祉の推進に、有効活用するよう「地域総合型学習」を働きかける。  

これからの地域づくりは、若者層が地域に関心を持ち、積極的に地域参加できる地域環境を創り

出すことを期待し、あえて、「若者発」を大きくクローズアップした意義を強調し、大人社会が、

こうした地域環境を提供出来るか検証する。  

そして、令和 3 年度は、下記の内容を展開してきました。 

 (1) 平成２７年度に配布・設置した関係団体・グループ等の活用状況等を把握 

 (2) 「共創社会実現研究会」設置（4 回開催） かるた活用検証、「手引書」作成、課題整理 

 (3) 「若者発 ご近所福祉かるた」の増刷（100 セット）と有効配布提供 

 (4) 「若者発 ご近所福祉かるた利用の手引き書」の作成と地域づくりの検証 

(5) 「協働」による取り組み（焼津福祉文化共創研究会等） 

 (6) 県内各地で、実践的検証をもとに、世代を超えた有効活用方法による地域課題解決の検証 

児童福祉領域(学童保育)や、学校教育領域(特に、コミュニティスクール事業関連)をはじめ、世代間交

流の領域、高齢者の教養研修の場、社会教育領域（地域講座）等に配布提供して、10 年が経過しました。 

これまで「かるた」を利用した、各種団体からの「活用レポート」（活用報告）をもとに、令和 6 年

度赤い羽根助成事業は「若者発 ご近所福祉かるたによるご近所福祉検証事業」により、「かるた増刷・

配布提供(100 セット)」と、「若者発 ご近所福祉かるた活用事例集」を作成する運びとなりました。  
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世代を超えて、“ご近所福祉”を学び合った研修会の数々 

＊若者も、大勢の大人の前では緊張してしまい・・・    ＊世代を超えた研修会では「初めまして」の名刺交換から 

 

＊多くの大人が参加して、ご近所を大いに語り合った    ＊ご近所での出来事を寸劇で紹介してみた 

 

＊出来上がった「かるた」を紹介              ＊「絵札」の制作にあたられた漫画家の法月様と対談 

 

 

＊「かるた」の制作にかかわった委員の皆さんが検証    ＊「かるた」の活用方法を議論する 

＊なかなか、私のご近所が浮かばない若者         ＊思い切って、ご近所を「短冊」に書いてみたら・・・ 
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広く県民に、「若者発 ご近所福祉かるた」発信 
 



13 

 

 

      “ご近所福祉検証期”の福祉文化実践からの提言 

１． も も、「静岡発   文化 創造」 、どこから  

福祉の改善・改革を「文化」の視点から研究・議論・実践する目的で、「福祉の文化化」「文化の

福祉化」を掲げ、地域社会の様々な領域から、理論と実践をもとに 1989 年「日本福祉文化学会」

が設立され、全国各地の福祉現場の実践家と福祉系を中心とする大学等の研究者の強固なネット

ワークにより歩み続けています。 

「日本福祉文化学会」の主要事業の一つに、現場に学ぶ福祉文化の取り組み「現場セミナー」が

あります。静岡県内では、これまで、１９９３年４月に静岡市内の先進的福祉施設において「第５

回現場セミナー」開催の実績があります。その後、福祉文化を地域社会全体に切り拓くテーマで地

域社会をフィールドとした「第 11 回日本福祉文化学会・現場セミナー」の開催を静岡県内で開催

してほしい旨の要請を受けました。 

意義ある「現場セミナー」の開催実現には、まず、広く県域に「福祉を文化にする、文化として

の福祉を築く」ことに賛同する県民の呼びかけから始めなければならないと、早速、準備に取り掛

かりました。そして、10 代から 70 代の約 40 名が実行委員会結成に賛同され、企画運営、広報

等多岐にわたる働きかけにより、１９９６年３月

浜松市で開催することが出来ました。 

セミナーの第１日目は、「浜松こども園」を会場

に「福祉施設の現場実践に学ぶ」と題して、先駆

的実践発表がありました。 

第２日目は，プレスタワーに会場を移し「基調   

講演」を、学会初代会長 一番ケ瀬康子氏が、阪神

淡路大震災の政府復興委員の立場から震災と福

祉文化をもとに「２１世紀にむけて 福祉文化を

拓く」を熱く語られました。 

その後、「災害と福祉文化」「働く人たちと福祉文化」「環境と福祉文化」「高齢者・障害者の余暇

文化」の４つの分科会で参加者が熱心に議論を深め合いました。 

フィナーレは、「静岡で語ろう、“福祉文化”を身近な地域から、自立と共生の２１世紀へ」をテ

ーマに総括討論をしました。２日間、全国各地から延べ約４００名が参集された現場セミナーでし

た。 

この尊いセミナーのプロセスと成果を「静岡発福祉文化の創造」と置き換えて、県内に発信しよ

うと、1996 年９月、ここに「静岡福祉文化を考える会」が阪神淡路大震災１年後に誕生しまし

た。 

その後、本会は、福祉文化実践活動に取り組む中

で、２０００年１月には、静岡県内では３回目とな

る「第１８回日本福祉文化学会現場セミナー」を掛

川市の「ねむの木学園」において「宮城まり子さん

と福祉文化に学ぶ」をテーマに開催しました。 

初代会長一番ケ瀬康子先生と宮城まり子さんと

の「福祉文化」を熱く語り合う対談から、「足元の福

祉」「共生社会こそ福祉文化」を全国から参加した

３５０名の皆様とともに学び合いました。  

第３章 
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２．２９年間    プロセスから「     検証期」が見えた 

 本会は、「さまざまな福祉・ボランティア活動に携わる人と市民がいっしょに、地域が抱える生活 

全般のさまざまな問題を考え、その改善のために努力する。」を活動目標にしています。 

そして、[3 つの活動基調] 

(1)さまざまな分野で活動する人が、専門分野と世代を超えて交流を図る。 

＊「市民性と専門性」「理論と実践」を『融合』する努力 

 (2)会員だけが求心的・閉鎖的に集うのではなく、広く市民に拓かれた活動をする。 

＊「公開型研修会」で市民性を高める努力 

 (3)既存の福祉組織活動から取り残された問題や新しく発生した問題を大切にし、常に 

市民生活に密着した活動をする。 

  具体的な「３つの柱立て」として、 

(1)調査研究活動 

   県民の協力により、一貫して、その時代の地域社会の問題をテーマに、調査活動に取り

組み、その結果を、県民とともに地域総合型学習において、課題解決の議論を深める。 

 (2)啓発学習活動 

  県内各地のさまざまな実践活動を「静岡発 福祉文化の創造」の視点で学び合う。  

 (3)実践地区活動 

  県内各地の実践活動事例を共有し合い、それぞれの地域性を「地域診断」し合う。 

 

大きな福祉文化の流れの中で、振り返ると、本会２９年間の流れは、次の５期にまとめられます。 

◇第１期 草創期 本会結成から実践活動６年間 

平成８年度結成当時、若い世代を中心とした会員層であり、「結婚」をもとに「おいしい結婚、 

まずい結婚」論議を展開。その後、家庭を持った中で「共働き」を検証。「地域にどう溶け込める

か」｢私たちにとって、地域とは何か｣と活動を展開。希薄化した「家族・家庭の機能」を考える｢私

たちにとって家族とはなにか｣の議論を深めた。「家族ってなにか？」の中に、「父親不在ではない

か、父親の復権こそ必要と、「父親とは何か」につなげた。そして、平成 13 年度「ボランティア

国際年」を迎え、｢真のボランティア活動とは｣を活動テーマに掲げた。 

  ◇第２期 協働期    日本福祉文化学会全国大会静岡大会（平成１４年）から６年間 

  平成１２年度に「平成１４年度第１３回日本福 

祉文化学会全国大会静岡大会」開催決定を受け、 

改めて,「静岡発 福祉文化の創造」を基盤に参集 

した７０名の同士とともに、議論を重ね、「富士 

山麓 いのちと暮らしによりそう福祉文化の創造」 

を大会テーマに、県内外から約６５０名が参加し、 

「静岡発 福祉文化の創造」の議論をさらに深めた。 

 こうした取り組みから、県内の関係機関・団体、 

学校との協働による取り組みが展開された。 

この６年間の議論では「｢大人と青年の生きがいと就労｣「地域社会を誰が担うか」「子どもを

取り巻く地域環境を問う」「団塊の世代の役割は何か」等常に地域の身近な課題を活動とした。 
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◇第３期 実践融合期  平成２０年度から２７年度まで、静岡県委託事業「一人でも安心して暮ら 

せる地域づくり事業（長寿者の孤立防止）」に取り組んだ７年間 

本会では、「高齢者」の用語を使用せず、一貫して「長寿者」の表現をして、委託事業に取り組んだ。

「長寿者の生きがい・自立」「長寿者への情報提供のあり方を問う、日常生活と福祉情報」 

「長寿社会を問う」「生活圏域における支え合いとはなにか本音に迫る」「地域と私の居場所」「真の居

場所を正す、家族とは何か」「家庭・家族機能」「長寿者とつながる ホッとするご近所づくり」「豊か

に暮らせる地域づくり」などを検証しながら、一人一人が豊かに暮らし合う地域づくりは、一体誰が担

うのかを問い質した。この時期、県内各地域・福祉施設において「ご近所福祉の集い」や、「共生社会

を学ぶ集い」の活動が活発に展開された 

 

 

 

 

 

 

＊「ご近所福祉ＩＮ沼津」は 6 年間続く            ＊焼津市では、自治会単位で「ご近所福祉の集い」開催 

 福祉施設・企業・福祉団体等と協働で取り組む        この時結成した「浪蔵劇団」は、現在 400 回を超える公演に 

 

  

 

 

 

 

 ＊西伊豆町では、近隣町との協働で「セミナー」を開催    ＊本会と共催で「福祉施設」が一般市民と共に「共生社会」を学ぶ 

◇第４期 共創社会実現期  平成27年度から令和元年度までの５年間 

「生活圏域の地域づくり」「ご近所の助け合い」「若者の地域参加」「ご近所福祉の現状を検証」「居場

所とは何か」「子どもを育む地域づくり」「ご近所福祉の再構築」「子ども発 地域づくり」「地域ぐる

みの支え合いの仕組み」等を活動テーマに取り組んだ。 

◇第５期 ご近所福祉検証期  令和２年度から現在までの５年間 

これまでのプロセスから、令和２年度は「つながるご近所の再構築―ご近所福祉の復活―」を活動 

 テーマに掲げ、その翌年の令和 3 年度は、「地域を家庭化する支え合いの検証」そして，令和４年度「ホ

ッとする豊かな地域づくりを拓くー共生社会実現を探るー」、令和 5 年度「世代や領域を超えた、つな

がる“ご近所福祉”」に取り組んできた。 そして、令和 6 年度「見える・わかる“ご近所福祉”こそ

福祉文化」を掲げ、ここまで、２９年間「静岡発 福祉文化の創造」を発信して取り組んできた「福祉

文化実践活動」は今、ここに「“ご近所福祉”こそ福祉文化」にたどり着いた。 

 

３．「福祉と教育の融合」から“ご近所福祉”を実践してきた一面も 

本会では、この２９年間の実践活動の中で、社会教育と社会福祉の接点を地域社会の中で試みたこ

とが幾度かありました。それは、「長寿者に学ぶご近所福祉からの問題提起」や「ボランティア活動

を福祉と教育の別々で学び合うことへの疑問」から、これらをつなぎあわせ、融合できないか、若者

の地域総合型学習の問題提起からの気づきでした。 
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紹介します  各世代・領域の活用事例 
 

 第 1 章から第 3 章まで、本会の 29 年間の福祉文化実践活動から、若者が積極的に、地域社会におけ

る高齢者を取り巻く、さまざまな生活状況を学び、地域福祉教育教材として「見える化・わかる化」した、

「“若者発”ご近所福祉かるた」が誕生してから、10 年間のプロセスをまとめました。  

そして、「ご近所福祉」こそ地域の課題解決の第一歩であることを確認してきました。  

これまで、「“若者発”ご近所福祉かるた」を配布提供しました、各種団体・福祉施設・地域活動実践者

からいただきました、たくさんの「かるた活用レポート」に加え、2024 年度赤い羽根助成事業「“若者

発”ご近所福祉かるたによるご近所福祉検証事業」で取り組みました「若者発 ご近所福祉かるた活用状

況調査報告書」から、「家庭・家族」「居場所・サロン」「コミュニティ」「福祉施設」「学校」「福祉団体」

「その他：拡大かるた」の各領域別活用項目別して、具体的に２７の活用事例を紹介します。 

なお、「従来型（かるた取り）活用方法」「グループワーク的活用方法」「課題解決型活用方法」「そ

の他の活用方法：ジャンケンゲーム・絵合わせゲーム・伝承ゲーム」等の活用も加えています。 

 

 

 

 

 

 

 

＊「若者発 ご近所福祉かるた」の誕生の由来等を理解し、「かるた」を保有している、近隣の各種団体・

福祉施設・地域実践者等で、貸出の手続き（期間）をし、学習を始める。 

＊身近なご近所へのこれまでの関わりを振り返る。 

＊用意した「ご近所福祉かるたノート」に、毎日、少しずつ「読み札」を書き取る。 

＊書き綴った「読み札」の隣の行に、ご近所の様子やこれからのご近所への思いを書き綴る。 

＊書き綴った「ご近所福祉かるたノート」を「日記」として保管して、振り返りをする。 

              

              

  
＊ご近所に住んで○年、ご近所さんと日頃の挨拶や会話などを通じて、どこまでお付き合いが出来ている

か、「ご近所福祉かるたノート」に書き留めた内容を振り返りながら、明日へのつなぎをしていくこと

で張合いが持てる。 

＊時々、「若者発 ご近所福祉かるた」の「読み札」を大きな用紙に書き写しながら、生活に変化をもた

せ、生活の中で、継続し励みをもたせる。 

  

 

 

＊現在の生活で、不安を感じていることはないか、誰に相 

談することが出来るか、元気なうちに、「ご近所福祉か 

るたノート」にいっしょに書き留めておくと心強い。 

＊生活上の情報が、ご近所から常に届くように、日頃から 

ご近所さんとの会話を心掛けていく。 

＊地域行事には、出来る限り参加し、「ご近所福祉かるた 

ノート」に書き留めて、検証していくことも心掛けたい。  

第５章 

家族・家庭    高 齢 者 自 身 の 学 習 

 高齢者自身の、これまでのご近所を振り返りながら、かるたの「読み札」を、用意した「ご近所

福祉かるたノート」に毎日少しずつ書き綴りながら、これからの世代に託したい思いを記録する。 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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＊孫に、ご近所さんとの関わりを聞いてみる。そして、これまでの高齢者のご近所の出来事を話しなが

ら、ご近所の方との支え合いで、ここまで生活できていることを、実体験をもとに会話を進める。 

＊普段の会話の延長線上で「かるた」を紹介し、特に「絵札」から読み取れるものを問い質し、関心が

もてるように努める。「絵札」を紹介し、ご近所の現状と、これからのご近所を孫に託す。 

＊「かるた」の「読み札」から、「キーワード」を強調する。 

              

              

＊自由に語れる環境に努め、話題を一つづつ出す。 

＊「絵札」から「読み札」を考えてみる。 

＊「かるた」から地域診断を試みる。 

＊「じゃんけんゲーム」「伝承ゲーム」「絵合わせ 

ゲーム」を組み入れる。 

 

 

＊「かるた」誕生の由来を話し、身近な会話に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

＊利用者主体の居場所・サロンの運営に心掛け、年間計画に、定例の居場所・サロン開所日を明確にし

開所日の基本的なスケジュールのもとで「かるたで語る」を30分程度組み入れて展開する。 

＊一般的なかるた取りをしながら、利用者のご近所を「かるた」の「読み札」をもとに、順番に、利用

者のご近所を紹介し、参加者全体に話題を共有する。 

＊利用者の参加状況により小グループにして、それぞれ支援者は、各小グループに加わり進行にあたる。 

 

 

＊「ご近所の出来事」を具体的に、「昨日の私のご近所の出来事」「うれしかったご近所の話」等を支援

者が具体的に事例を紹介するとわかりやすい。 

＊「かるた」の活用前に、支援者が、事前にご近所にまつわる 

話題を話しながら、語れる環境に努める。 

＊「ジャンンケンゲーム」や「絵合わせゲーム」も導入する。 

 

 

＊競争意識を持った「かるた取り」にならないように、事前 

に展開方法を説明し、安全に留意する。 

＊誰もが参加できる展開方法を、支援者相互に確認する。 

＊利用者と支援者が対等な関係で、むしろ高齢者等から学び 

合う、和やかな環境づくりに努める。  

家族・家庭   高 齢 者 と 孫 と の 向 き 合 い 

 孫との会話を広げるとともに、「かるた」を活用して、これまでのご近所の様子を具体的に話

しながら、これからのご近所同士のつながりの大切さを語る。 

 

居場所・サロン  年間計画で定例開催日にプログラム化 
 支援者中心の運営にならないように、利用者主体のひと時が過ごせるように、年間計画を作成し、 

運営にあたる支援者は、年間を通じて、「かるた活用日」を明確にし、対等に語れる環境に努めると

ともに、利用者の地域環境を、かるたを通じて、支援者が学ぶ機会をもつ。 

 

進 め 方 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

留 意 点 

楽しさの工夫 
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＊あまり、理論的な活用方法の説明を重視しないで、読み手は、声を大きくはっきり伝わるように心掛

け、最後まで「読み札」が読み終わったら、かるた取りをする。 

＊参加者の状況により、見学する方々もいて、応援し合う中で、楽しいひと時を過ごす工夫をする。 

少し、間を取りながら、「読み札」の内容を、応援している皆さんにも、話題を広げていく。 

または、支援者自身のご近所を紹介しながら、利用者の明日につなぐ明るさの保有に心掛ける。 

 

 

＊全てのかるたを使用しないで、地域の環境をある程度 

理解していくために、あらかじめ、「ご近所あるある、 

この現状」と題して、当日使用する「かるた」を選別 

して、ゆっくりと展開をしていく。 

＊見学・応援する方々を設けることで、和やかさを広げ 

試みもできる。 

 

 

＊競争心をもたないように、「読み札」の紹介は、ゆっく 

りはっきりした口調で進める。 

 

 

 

 

 

 

＊行事や会場の規模により、「かるた」のセット数を事前に用意する。 

＊年代、性別、コミュニティ組織役員等を、均等に各グループの組 

み分けをする。（1グループ8名程度を目安にグループ分け） 

＊「かるた」誕生の紹介をし、世代を超えた交流の集いとして、楽し 

むことを呼び掛け、子どもと大人、役員等の上下関係をもたない雰 

囲気づくりを心掛ける。 

＊「読み手」は、各グループの状況をみながら、「読み札」をゆっく 

り読みながら、「かるた取り」を楽しむ。その後、「読み札」の 

キーワード」を強調しながら、世代を超えた「ご近所」を語り合う。 

 
 

＊子どもに向けて、大人たちが「ご近所」の良さや、子どもたちに託 

したいことを話しかけながら、子どもたちからも、ご近所の出来事 

が語れる環境に努める。 

＊「絵札」を手にした人が、「ご近所で一言」を各グループごとに語っ 

ていく場をつくる。 

 
 

  

居場所・サロン   認知症カフェで「地域」を語る 
同じ悩みをもつ方々と、専門領域の支援者等と対等な関係をもちながら、語れる環境づくりを心掛

けながら、「誰もが安心して暮らせる地域を語る」楽しいひと時をもつ。 

 

居場所・サロン   地域のふれあい交流行事 
自治会・町内会、さわやかクラブと子ども会等において、地域行事として、「ふれあい交流の集い」

の企画に、「かるた」活用をし、地域を学ぶ・語り合うプログラムとして活用する。 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

＊大いに、語り合う雰囲気づくりに努める展開を心掛けて 

全体を取りまとめていく工夫をする。 
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＊開所日には、事前に、参加者が目につくように「かるた」や各 

種教材を並べて置く。また、自由に使用できる環境にしておく。 

＊「かるた」や各種教材について、運営に関わっている方は、参 

加された人に、積極的に説明し活用を呼びかける。   

日常的なご近所話から、世代を超えたご近所に話題を広げる。 

 

 

  ＊「かるた」には、「じゃんけんゲーム」や「絵合わせゲーム」 

「昔の遊び」等も楽しめる組み合わせがあることを説明する。 

  ＊「手づくり遊び」もできる環境にしておく。 

 

 

＊「かるた」を使用した後、所定の位置に戻すことなどは、はじ 

めに周知するか、掲示で表示しておく。 

＊「かるた」は、貸出出来ることを、町内会広報誌等で周知する。 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

＊学校側と事前協議を十分に実施し、その内容を、受け入れる居場所参加者や支援者が理解し、当日を楽
しみに待つ働きかけをする。 特に、運営スタッフは、「かるた」の誕生由来と、活用方法を把握する。 

＊参加者（児童・居場所参加者・運営関係者等）の参加状況により、事前にグループ分けと「かるた」の
セット数の確認をする。（1グループ8名程度内） 

＊当日の展開表に基づき、約40分程度の児童の「福祉体験学習」であること、高齢者とのふれあい交流
の場として「かるた」を利用して、高齢者と児童のご近所を自由に語る展開に心掛ける。 

＊「読み札」は、運営スタッフが担当（場合によっては、児童が役割をもつ工夫をする）し、「かるた取
り」を、グループ内の運営スタッフが進行し、時々、「読み札」に関する意見交換をする。 

 

 

 

＊「かるた」中心の展開では、ふれあい交流が薄れ 
るので、身近な、具体的なご近所話を高齢者に話 
していただきながら、児童からも意見が出る語れ 
る環境づくりに心掛ける。 

 

 

＊学校教育との関連性をもった展開を工夫する。 
＊高齢者と児童が交流できるように席を工夫する。  

居場所・サロン   世代や領域を超えた交流の場  
このプログラムは、高齢者対象等、居場所・サロンの利用者を限定しないで、誰でも参加できる

場所として、定期的に開所している居場所・サロンにおいて、参加した方々が、自由に「かるた」

を活用して、ひと時を過ごす取り組み。そのためには、会場内に、各種教材具があることや、会場

内の見える場所におき、お互いに「ご近所」を語れる環境にしていくことからはじまる。 

コミュニティ   コミュニティスクール事業  
「コミュニティスクール事業（学校運営協議会事業）:保護者や地域のニーズを反映させるために、

地域住民が学校運営に参画できるように仕組みや考え方を有する形態の学校」が取り組まれている

中で、身近な地域における地域活動の一つである、居場所・サロンにおいて学習する取り組み。 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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 ＊事前に、「地域懇談会」の開催趣旨（公助・共助・自助を 

学ぶ）を研修対象管内の住民の皆さんに呼びかける工夫 
をする。日頃、地域活動に精力的に取り組まれている民 
生委員児童委員や自治会・町内会経験者、さわやかクラ 
ブ、子ども会世話人等の協力の呼掛けに努める。 

 ＊「地域懇談会」は、概ね2時間以内でまとめ、終了時間 
を明確にして展開する。 

 ＊「住民と行政の協働関係」、「地域力」等を全体の展開に 
おいて方向づける。 

 ＊ご近所問題を、具体的な事例として提示をする。 
  例えば、「このご近所で、ずーと暮らしたい高齢者世帯の 

事例を考える」と見える化した「シート」を提示しなが 
ら、数名ずつのグループごとに意見を出し合い「シート」 
に意見をまとめていく。 

 ＊ここで、あらかじめ協議をしたグループの話し合いに「か 
るた」の中から、高齢者に関わる内容の「かるた」を取り 
出して、ご近所の現状とこれからへの期待をグループで、 
「共助」の範囲で出来る取り組みを話し合う。 

 ＊グループの進行は、開催に当たり賛同した方が、事前の 
  協議に基づき担当をしていく。 
 
 
＊グループの話し合いが、世代を超えた意見交換となるよ 
うに、年代・男女別等を考慮していく。 
また、「高齢者を取り巻く課題解決」を掲げている「テ 
ーマ」であるので、高齢者への配慮にも心掛ける。 

 ＊「かるた」の導入に当たっては、基本説明の後、「アイ 
スブレーク（語れる環境づくり）」の一コマを導入するこ 
とで、後の進行が和やかさを増すことが期待出来る。 

 ＊「かるた」活用と同時に、パワーポイントに「かるた」の 
  「読み札」「絵札」を画像化し、「見える化」を工夫する。 
 
 
 
 ＊現実の地域社会の中で、結論を出すことなく、新たな地域  
  づくりに向けた、建設的な意見交換が出来る工夫をする。 
 ＊管内の家族の参加、取り分け、若者層の参加を積極的に呼 

び掛けていく。 
  

 

 

 

 

 

 

コミュニティ  小地域福祉活動で「地域懇談会」 
身近な地域においては、行政や福祉団体から、動員型研修会がよく開催される。毎回、地域の役

員中心の参加では、一般住民には、なかなか研修内容が伝わってこない。ここでは、住民主体の研

修会として、参加型研修会（集まる研修会）における取組を考える。 

  
進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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 ＊気軽に声を掛けられるご近所さん同士が、気兼ねなく活用できる自治会や町内会が維持管理をして

いる「自治会館」「地区センター」「地区老人憩いの家」「町内会集会所」「町内会公会堂」において、 
  使用時間内で、気の合うご近所さんが主体的に、本音で語り合い、ひと時を過ごす居場所で、ご近所

を語り合う時に、「かるた」を有効に活用する。自然に集まった仲間と、ある時には、お弁当持参で、
ゆったりとしたご近所を語れる環境に努める。 

 
 
 

 ＊ご近所との関係を維持し、積極的に地域行事などに 
参加し、世代を超えた関係づくりに努め、居場所で 
自由に交流することを働きかける。 

 
 
  

＊建物の管理責任者には、使用日時、時間帯等を予め 
  届けをだして、安全を確認する。 
 ＊予め「かるた」の借用について、問い合わせをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊研修会に参加した折に、「“若者発”ご近所福祉かるた」の存在を知った地域住民が、コミュニティ運営
に関わる役員に、研修会の内容を話してる中で、役員から、ご近所の支え合いを地域住民に理解してほ
しいと課題を話された。時々は、回覧板等で周知はしているものの、目に見えた動きがない。 

＊毎月開催する役員会は、ほぼ、行政や各種団体からの周知事項を確認する程度に留まっている。 
こうした機会に、地域が抱えている問題を「見える化」「わかる化」する目的で、管内に「広報啓発用
立て看板」設置を話し合う。予算の捻出、関係方面への了解をもとに、「かるた」の内容を検討し、設
置場所の具体化を進める。 

 
 
＊地域の課題解決は、役員だけではなく、広く 
住民にも、地域課題に関心を持つ呼び掛けと、 
コミュニティ活動に積極的に参画できる環境 
づくりに努める。 

＊こうした取り組みは、今後、若者にも、コミ 
ュニティ活動に関心をもってもらうために、 
「啓発ポスターの制作」や「標語」を学校に 
も呼びかけて、児童・生徒の参加等地域ぐる 
みの活動に広げていく。 

 
 
＊「かるた」の引用は、本会に連絡して確認を取る。  

コミュニティ  ご近所のお友だちとおしゃべり会 
それぞれの家を訪問することが、なかなかできない社会となった今日、気の合うご近所の高齢者

同士が、自治会や町内会が維持管理をしている「自治会館」「地区センター」「地区老人憩いの家」

「町内会集会所」「町内会公会堂」等地域資源を有効に利用して、楽しいおしゃべりのひと時をもつ。 

 

コミュニティ  地域の福祉啓発用立看板に活用 
地域が抱えている問題を「かるた」の「読み札」と「絵札」を組み合わせて、管内に「立て看板」

にして、地域住民に、ご近所福祉を「見える化」「わかる化」して、啓発活動に努める。 

 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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 ＊熱い思いで、長年地域活動に取り組まれてきた役員が、これからの地域づくりに期待をかけて、これ

までの地域づくりを記録にまとめたり、活動の節目を記念誌として発行するに当たり、コミュニティ
組織内で、前年度に企画提案をし、資料収集作業に取り組む中で「ご近所の支え合い」の重要性を議
論し、「かるた」の存在と活用の承認をもとに次年度につなぐ。 

＊当年度において、改めて、役員会において、「編集委員会」を設置し、発行時期等を確認し、本格的
な作業に入る。編集委員による議論を重ね、「仕様」に基くレイアウトの検討とともに、「かるた」の
誕生、そして、若者の地域参加の意義を理解し、編集の柱立てに合わせて「かるた」の選択作業を編
集委員が話し合い、学び合う場を設けながら、編集作業を具体化する。 

＊記念誌等の内容に硬さのあるページを読みやすくするため、空間的な「かるた」の配置を試みる。 
 

 
＊掲載する「かるた」を選ぶ作業にの過程 
で、「私たちの地域のご近所福祉」を学 
び合う場として「かるた」を活用し、相 
互理解に努める。 

 
 
  
＊「読み札」と「絵札」を組み合わせる。 
＊「かるた」引用は、本会の確認を取る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＊企画担当者は、開催趣旨に基づき、児童から高齢者までが参加できる展開方法を事前に協議をする。  
 ＊「みんな集まれ！ ホッとするご近所さんを「かるた」で学ぼう」（仮称）等、楽しいコーナーを呼

び込む「キャッチコピー」を会場に表示をして、参加の呼びかけを工夫する。 
 ＊参加者に、簡単な「私のご近所チェックリスト」を配布して、「ご近所さん」をチェックする。 
 ＊会場に、ある程度集まった参加者を、グループ分け(４～５名を基準)をして、コーナー企画担当者が

読み手となり、事前に選択した「読み札」をはっきり、ゆっくりと読む。参加者は、2人1組となり、
交互に、「絵札」を取る役割を持つ。 「絵札」を取ったペアは、自分のご近所を紹介する。 

 ＊こうした取り組みを繰り返しながら、用意した「読み札」が終わったところで(ある程度時間設定)、
配布した「私のご近所チェックリスト」に、かるた取り後の感想を記入する。 

 
 
 ＊「私のご近所チェックリスト」項目と、選択した  
  「かるたの読み札」は共有できるようにして、最 

後に「自己採点」して満足度を高める。 
 
 
 ＊地域性を考えながら、開催地域の状況に応じた「私 

のご近所チェックリスト」を作成する。 
 ＊行事全体の進行に応じた、コーナーの展開をする。  

コミュニティ    地域活動の記念誌等に掲載 
これまでの地域活動の記録や記念誌等を発行して、更に、地域住民に、理解と協力を呼び掛ける

時に、地域活動やご近所の支え合いを出来る限り、わかりやすく編集していく取り組み。 

 

 

 

コミュニティ 地区ふれあい祭りのコーナー企画として 
コミュニテイ組織の年間計画に基づき開催する「地区ふれあい祭り」において、楽しく世代を超

えて、ふれあい交流をしながら、「福祉を学ぶ」コーナーとして取り組む。 

 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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 ＊コミュニティ組織の近隣で、地域参加を望んでいる高齢者同士が、学びと親睦を図る目的で、定期的

に集会を開くに当たり、賛同した高齢者の意見を取りまとめて、大まかな年間計画をつくる。 
コミュニティ組織管内で活動している方をゲストに迎えた講話を開く延線上で、最寄りの福祉団体
等の協力をいただきながら、「かるた」を活用して、高齢者の地域参加や、高齢者とご近所福祉を学
ぶ機会をつくる。 

 ＊高齢者同士が、いくつかのグループに分かれて、各グループごとに、自由に意見を述べ合いながら、 
  これからの高齢者の地域参加やご近所との関わりなどを集会の時間内で活用する。 
 ＊あまり、硬い雰囲気にならないように、普段の会話の延線上で雑談できる環境をつくる。 
 
 
 ＊集会の中で、世話人が、今日のご近所 
  の出来事を話しながら、気軽な話題提 

供から「かるた」を紹介する。 
 ＊もし、管内の若者に、集会参加の呼掛 

けが出来れば声を掛けてみる。 
 
 
 ＊出来るだけ、参加者が自由に語れる環 
  境を維持しながら、「かるた」の活用を 
  導入する。 
 ＊グループ分けは、相性も配慮する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊参加した方々のご近所を相互理解することを目的で「かるた」を活用することを共有し、決して、支援
者主体の「かるた」の活用に偏らないようにする。 
＊開会後、自己紹介等「アイスブレーク」のプログラムを組み入れて、語れる環境に心掛ける工夫をする。 
＊研修テーマに沿って、あらかじめ「かるた」 
 を選択し、その範囲内で、かるた取りをし 
ながら、「読み札」ごとに、そこから浮き彫 
りになった現状とこれからに期待したい地 
域環境の意見を出し合う。 

 
 
＊「かるた」のキーワードを確認しながら、 
支援のあり方をお互いに考える。 

 
 
＊参加者がそれぞれの立場で、意見を述べる 
 ことが出来るように工夫する。  

コミュニティ    高齢者の集いの行事で 
あるコミュニテイ組織の近隣の高齢者が、コミュニティ組織の理解をいただき、公会堂や地区セ

ンターを使用して、参加者同士で計画を立て、定期的に集会を開き、学びや親睦を図る活動に「か

るた」を取り入れて地域参加を考える機会をつくる。 

 

 

コミュニティ  相談支援研修においてご近所を学ぶ 
支援者の問題解決のための研修会で、障がい者ご本人やそのご家族が、ともに地域で暮らし合う

ための「地域診断」を、それぞれの立場から検証する補助教材として「かるた」を活用する。 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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 ＊「かるた」の誕生の由来を語り合いながら、子どもたちの身近なご近所や家庭での生活について、自

由に意見を出し合いながら、「かるた」から、より具体的に家庭や・家族、地域(ご近所)を、参加した

子どもたちで意見を出し合う場をつくる。 

 ＊支援者が読み手として「読み札」読むことから始め、和やかな雰囲気が読み取れたら、子どもに「読

み手の役割を呼び掛けていく。 

 ＊支援者は、側面的に、その都度、自らの地域の出来事を関連して話題を提供し、子ども同士のコミュ

ニケーションの輪の広がりを期待する。 

 

 

 ＊支援者は、子ども同士のつながりが広がる 

ように、積極的に体験談を話しかける。 

 ＊「じゃんけんゲーム」「絵合わせゲーム」等 

  を組み入れる。 
 
 
  
＊「かるた取り」として、競い合う場を極力 

避けて、安全面に留意する。 

 ＊消極的な子どもに配慮をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊児童館等を利用する子どもたちに、「かるた」の存在を示しながら、子どもたち同士が自由に、「かるた」

を楽しめるように方向づけをする。 

＊「かるた」の概要を掲示し、「見える化」の工夫をして、自由に活用できる環境を心掛ける。 

 

 

＊児童館等の周辺の地域の良さを紹介する。 

 コーナーの工夫。 

 

 

＊「かるた」を自由に活用できる保管場所の確保。 

＊異年齢集団で楽しめる環境をつくる。  

福祉施設（児童）放課後児童クラブで“ご近所”を話し合う 
2021 年度に、静岡県内の小学生 4 年生から 6 年生対象に、「福祉ってなに？461 名の子どもた

ちに聞きました調査」に取り組んだ。子どもたちを取り巻く家族・家庭環境が、今日、大きく変化す

る中で、子どもたちから、コミュニケーションの大切さ、認め合い、ほめることで自発性の伸ばす、

子どもたちに歩み寄る大人社会等、数々の提言をいただいた。  

日頃の子どもたちとの関わりの中で、「かるた」を活用して、家庭や家族、ご近所の話題、自由に語

り合う機会をつくる。 

 

 

福祉施設（児童） 児童館で子どもたちが集う中で 
本会では、「福祉ってなに？461 名の子どもたちに聞きました調査」(2021 年度)「私にとって

“ご近所”とは 中学生(351 名回答)の意識と実態調査」(2023 年度)に取り組んできた。 

児童・生徒の回答から、家族・家庭や、地域社会(ご近所)を取り巻く問題提起してきた。 

もっと、子どもたちに向き合い、歩み寄る大人社会の努力とともに、日常的に、児童館を利用す

る子どもたちに、「かるた」を活用して、家族・家庭や地域（ご近所）への思いを語り合う。 

 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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 ＊事前に、福祉施設内の打ち合わせ会等で、「かるた」の誕生の経緯や「ご近所福祉」等について共通

理解をし、継続的な活用につなげる工夫をする。 

 ＊「かるた」活用においては、その都度、活用の目的を、相互に支援者は理解し、「かるた」の導入を

心掛ける。 

  ◇例えば、「施設利用者が自由に語れる環境に心掛ける」「支援者が、利用者を取り巻く家庭・地域環

境を理解する」「利用者の個別支援に活かす」「みんなで、ご近所福祉を考える」等を確認し合う。 

 ＊ここでは、競争心を意識しない「かるた」の活用事例を紹介する。 

◇支援者は、利用者の最近のご近所や家族との関わりについて、自ら、最近の明るい話題を提供しな

がら、「かるた」の活用につなげる。  

◇予め、「かるた」を選別しておき、ほほえ 

ましい光景が描かれている「絵札」を示し 

ながら、どんな光景かを問い質してみる。 

◇「絵札」を「読み札」の内容に近づけな 

がら、利用者からの意見を期待する。 

  ◇利用者から意見が出そろったところで 

   「読み札」を読み上げて、「絵札」の内容 

   を共有する。 

  ◇紹介した「絵札」を並べて、「これまでの 

ご近所」をみんなで振り返るとともに、 

これからの「ご近所」に期待をする。 
 
 
  
＊支援者は、利用者が出来るだけ多く、自由に参加する環境に努め、和やかさの中に、自ら参加しよう

とする利用者には、さりげない誘いをしていく。 

 ＊「かるた」に合わせて、「故郷」「隣組」などを選曲し、みんなで歌いながら進行する。 

 ＊次の展開に向けて、当日の状況を支援者が振り返り、次につなげていく。 
 
 
 
＊「かるた」の存在を、誰もが福祉施設において把握し、それぞれの計画に位置づけを心掛けて、継続的

な「かるた」の活用が出来るようにする。 

＊自由な参加を基本にし、利用者同士で会話が弾んでいくように、支援者相互に工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福祉施設（高齢者） デイサービスセンターで和やかに 
「デイサービスセンター」において、年間及び月間・週間・一日の日課表に基づき、「かるた」の

活用を工夫する。日々の日課では、利用者の状況をみながら、多目的な支援活動の一つとして、少

人数で「かるた取り」をする。支援者は、利用者がより多く参加し、語れる環境づくりに努める。 

利用者同士のふれあいのひと時を過ごし、支援者は、利用者が語るご近所の様子などを理解し、

引き続き、これからの利用者と地域とのつながりが維持できるように、日々の支援に活かす。 

支援者のご近所も語り合う中で、地域のあり方を共有する。 

 進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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＊誰もが安心して暮らせる地域づくりをもとに 

 「福祉施設の果たす役割」として、いかにし 

 て「施設の社会化」（①機能の社会化 ②運 

営の社会化 ③問題の社会化 ④処遇の社 

会化）に向けた取り組みをするか、利用者を 

取り巻く地域環境をテーマにした研修に「か 

るた」を活用する。 

＊支援者自身のご近所を語り合いながら、施設を利用されている、利用者を取り巻く地域環境について 

 「かるた」で、現状と課題を話し合う。 

 

 

＊ここでは、理想の地域を描くことではな 

 く身近な地域で、日頃、利用者に向き合 

っている支援者の私であるかを検証する。 

 

 

＊課題の「かるた」の選別を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊理論と実践を学ぶ中で、「施設の果たしている役割」 
 を理解し合う。 
＊それぞれの参加者の地域の現状認識を「かるた」の 
 活用により浮き彫りにする。 
＊施設利用者が地域で暮らし合うことが出来る地域を 
 考える。そこで、「施設」の役割を理解する。 
＊地域参加活動を問い質す。（左図中学生調査結果参考） 
 
 
 
＊小グループの「グループ討議」の導入工夫。 
 
 
 
＊「かるた」の活用については、広く、地域や 
 学校等からの要請があれば、貸出出来ることを 
 説明する。（「拡大かるたの活用」も同様）  

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

福祉施設（共通）   施設内職員研修会 
日頃は、福祉施設における利用者の自立支援を中心に、さまざまなケース検討会議等が取り組ま

れている中で、「施設の社会化」をもとに、利用者を取り巻く「地域（ご近所）」を話し合いながら、

併せて、支援者のご近所福祉を振り返り検証する機会をもつ。 

福祉施設（共通）    福祉教育体験学習 
各福祉施設においては、年間を通じて、地域や学校、各種団体、企業等からの要請を受けて、さ

まざまな形で「福祉体験学習」の受け入れをする機会が多い。各福祉施設内の概要を説明し、施設

見学とともに、それぞれの種別による福祉ニーズを実体験（車いす体験、障がい者や高齢者とのふ

れあい体験等）に加えて、施設利用者も地域の一員として、「かるた」を活用して、「地域と福祉施

設をつなぐ」問題提起をするプログラムとして位置付ける。 
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 ＊予め、「ボランティアと利用者と地域を語る」を 

テーマにした計画を、施設側は明らかにしておく。 
 ＊ボランティアに対する研修の機会とともに、利用 
  者や施設側は、地域と施設をつなぐ、相互理解の 

研修の場として位置づけていく。 
 ＊和やかな語れる環境づくりに心掛けながら、「か 

るた取り」を展開し、「読み札」ごとに「ご近所福 
祉」をそれぞれの立場で意見を述べる。 

 
 
 
 ＊進行役の支援者は、ボランティアの意 

見を求めながら、利用者がご近所を語 
れる環境を工夫する。 

 
 
 ＊事前に、施設内で「かるた」の紹介を 
  掲示し、当日の楽しみを期待する。 
 ＊「絵札」からの話題提供も工夫する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
＊予め、講師と事前協議をしたうえで、「かるた」の導入方 
 法を確認する。 
＊「地域には、いろいろな人がいて当たり前」「ご近所の支 
え合い」の大切さについて、グループごとに「かるた」 
を活用して、意見交換をする。 

＊「読み手」を講師に依頼したり、児童や、教師が担当す 
るなど変化をもたせる。 

＊何枚かの「読み札」をもとに、意見を交わし 
合った後に、講師の講話につなげる。 

 
 
＊最近のご近所の出来事を紹介し合う。 
＊児童がそれぞれの立場で、意見を述べること 
 が出来る環境に努める。 
 
 
 ＊講師により、事前に「かるた」を選別する 
  ことを検討する。  

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

留 意 点 

楽しさの工夫 

進 め 方 

福祉施設（障害者） ボランティアと利用者で地域を語る 
定期的にボランティアとして、障がい者施設を訪問される皆さんと、施設利用者と、和やかにふ

れあい交流の時間帯を設けて、それぞれの立場で「ご近所」を語り合う場に「かるた」を活用する。 

学校（小学校）    地域を学ぶ学習（福祉講話） 
地域活動に熱心に取り組まれている方や、障害者の方、高齢者の方などが、学校教育の中で、講

師として「福祉講話」の機会がある。こうした、外部講師の講話とともに、児童相互に、「地域を 

語る」組み合わせで「かるた」を活用する。 
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 ＊同世代の若者が、高齢者から学びあい「かるた」が 
  誕生した経緯を導入部分として説明する。 
 ＊学生を取り巻く地域環境について意見を紹介し合う。 
 ＊「融合の持つ意味」「小地域の機能」を課題としなが 
  ら「自立支援」をもとに、「かるた」の活用をする。 
 ＊福祉の担い手に求められる要素を問い質す。 
 
 
 
 ＊「絵札」をもとに、「ご近所福祉」を 
  問い質す展開も工夫していく。 
 ＊学生相互に、新たな「ご近所福祉かる 
  た」の創作を呼び掛ける。 
 
 
 
＊結論だけを求めることなく 
 グループの学生一人一人が 
 意見を出せる環境に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＊「かるた」の誕生経緯を確認し合いながら、若 

者の地域参加の現状を検証し、積極的な若者の 
地域参加について意見を交わす。  

 ＊障がい者の地域での生活の現状を理解し合う。 
 ＊「かるた」の活用については、障がい者の状況 

に応じた、活用の工夫を検証し合う。 
 ＊「かるた」の「読み札」［キーワード］から、 
  それぞれの障がい者の日常の生活に置き換えて 
  ご近所のささえあいを学び合う。 
 
 
 ＊それぞれの障がい者から、ご近所から 
  の支援で、心強さを感じた出来事を 
  紹介していただく。 
 
 
 ＊日常生活における、地域住民の「ご近 

所福祉」を検証し合う。  

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

障害者団体  定例会で“ご近所”を語り合う  
ボランティアと障がい者が会員として活動している、障害者団体の定例会において、支援を中心

とした協議の場に、地域で暮らし合うための「ご近所福祉」を相互理解する学びの場に「かるた」

を活用、これからの支援活動に活かす場をつくる。 
 

 

学校（専門学校）   地域福祉の講義の中で 
「地域福祉」の授業において、「理論と実践」「専門性と市民性」「教育と福祉」をいかに「融合」

していくかを、「かるた」を活用して、グループワークにより、議論を深め合う。 

 

 進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 
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＊まずは、組織の中の「編集委員会」「通信担当者」等で、「かるた」の誕生の趣旨をお互いに理解し、広
く会員に、会の運営方針に基づく、広報啓発を目的に、掲載をすることを確認する。 

＊通信の発行目的に沿って、「かるた」をシリーズで掲載できるようにする。 
＊会員内で、「かるた」の「キーワード」に関連した出来事や、紹介できる事例があれば、関連内容とし 
 て紹介すると身近な学びにつながる。 
 

楽しさの工夫 
＊通信の新たな掲載企画として「○○地区のご近所福祉」（仮 
 称)を設けて、会員個人からの投書とか、地域の活動等の取 
り組みを具体的に掲載し、間接的な会活動への参加を呼び 
かけてみる。 

＊会員相互に「かるた」を活用した活動内容を通信に掲載し、 
管内のコミュニティ組織や学校教育等に配布をする。 

＊管内の子どもや大人への啓発にも努める。 
 
 
＊「かるた」に関する問い合わせは、さわやかクラブで対応 
できる範囲は積極的に対応し、詳細については、「静岡福祉 
文化を考える会」を紹介する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ＊会員の出席状況により、いくつかの小グループに分かれて、話し合いの準備をする。 
＊話し合いに入る前に、地域を取り巻く様々な課題を学んだ若者が取りまとめた内容を「かるた」誕生
につなげたプロセスを説明する。 

  会員が、若者や子どもと向き合って話す機会をつくり、積極的に、ご近所の支え合いを語る。 
 ＊当日の「かるた」の活用方法について、競争心をあおるかるた取りではなく、「読み札」にまつわる、

話題を会員同士が共有することを周知する。 
 ＊「読み札」ごとに「キーワード」をもとに 
  グループ内で自由に意見を出し合う。 
 ＊時間内に出た内容を、グループごとに発表し、これ 

からのご近所との関わりを確認する。 
 

 
 ＊ゆっくりと、会員同士が自由に意見を交わしながら 

進行する工夫をする。 
 
 
 ＊語れる環境づくりに努め、和やかなグループ分けを 

心掛ける。 
 ＊安全面に留意する。  

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

さわやかクラブ  毎月発行の会員向け「通信」に紹介 
定期的に会員用に発行する「さわやかクラブ通信」に、シリーズで、「かるた」の「読み札」と「絵

札」を紹介し、会員向けに、「ご近所福祉」への関心とともに、積極的な地域参加を呼び掛ける。 

 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

さわやかクラブ  毎月の定例会でご近所を語り合う 
年間計画に、「ご近所を語る」をテーマに、会員相互のご近所を小グループで意見交換をする定例

会に「かるた」を活用して、ご近所が抱える問題に、会員がどのように関われるかを話し合う。 
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 ＊「ワークショップ」による研修について、お互いに共通 

理解をするとともに、若者が、高齢者から学び「かるた」 
が誕生した経緯を、始まる前に理解する。 

 ＊「高齢者を取り巻く福祉課題」をテーマとした展開をする 
に当たり、該当する「かるた」を選択する。 

 ＊進行役のもとで、具体的な議論をする前に、「アイスブレ 
ーク」（語れる環境をつくる）として「かるた」を活用す 
る。「かるた」から読み取れる地域の現状とこれからを自 
由に意見交換をする。「共助」について「支え合う環境」 
を確認する。 

 ＊コミュニティの形成について「地縁組織」と「志縁組織」 
を確認し合う。さらに「かるた」の活用で、「自助」「共 
助」「公助」を確認する。その後、「テーマ」に基づき、 
「社会資源の有効活用」等をもとに議論を深める。 

 
 
  
＊「かるた」活用の時は、それぞれ各民生委員児童委員の地域をもとに意見を述べて、話し合いが参加者

全体に共有できるようにし、同様な意見をもっている方がさらに意見を出し合う「語れる環境」に努
める。 

 
  
＊本題に入る前の「アイスブレーク」としての「かるた」の活用であることを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

 民生委員児童委員   高齢者の支援を考える研修会    
各民生委員児童委員が関わっている福祉ニーズへの対応について、講師を迎えた研修会ではなく、 

地区民協定例会や部会等で、それぞれの民生委員児童委員の経験や自由な提案意見を出し合いなが

ら、語れる環境の中で、「かるた」を導入して、和やかな学びの場を持つ。 
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           （活用事例） 
 
(1)県主催「健康福祉フェア」における活用 
  割り当てられた会場を最大限活用しながら、 
 拡大かるたの周りを高齢者等が椅子に座り 
 「読み札」の「絵札」の方向に、「指示棒」を 
示す。「指示棒」以外に、「お手玉」を参加者 
に配り、「絵札」の上に乗るようにするやり方 
も工夫できる。 

(2)市町主催「ふれあい広場」における活用 
  拡大かるたの周りに参加した子どもたちが 
 位置して、「読み札」を最後まで聞き取った 
 後に、「絵札」を探す。 2人組で交互にか 
るた取りに参加し、一人は、応援にまわる。 

 「絵札」の内容を紹介し合う。 
(3)県域の「コミュニティを学ぶ研修会」で活用 
  講義に入る前の「アイスブレーク」として。そ 
 れぞれの「拡大かるた」を1枚づつ手にして、 
 自己紹介の中に、「絵札」から読み取れるそれ 
ぞれの参加者のご近所を紹介する。 それに対 
して、そのほかの参加者からも、同様なご近所 
を紹介し合う。 

 
(4)市部における「居場所研修会」で活用 
  「今、なぜ居場所か」をテーマに、真の居場所は 
 家庭家族機能の中にあることを共有しながら、 
 「地域を家庭化していく」小地域活動の取り組み 
として「居場所」を考える。身近なご近所を考える 
課題提起として「拡大かるた」を紹介する。 

 
 
 
 ＊音楽を流し、和やかな会場の工夫をする。 
 ＊グループ分けをしたり、代表者にかるた取りを託し、他の参加者は応援にまわるなど、役割分担を交

代しながら、連帯性・協働性などを目標に展開を工夫していく。 
 
 
 ＊参加者の状況をしっかりと把握し、動きを伴う展開においては、競争意識が出ないように、特に安全

面に配慮する。 
 ＊会場の規模により、「読み札」が聞き取れるように、前もって、音響設備を準備をし、誰もが聞き取

れるように配慮する。 

進 め 方 

楽しさの工夫 

留 意 点 

拡大かるたの活用  参加者や催物の内容により工夫 
本会では、「“若者発”ご近所福祉かるた」の誕生後、配布提供した各種団体・福祉施設・地域実

践者等から、広い会場で、集団で活用できるかるた、高齢者にとって、もう少し大きなかるたの要

望があった。「鈴与マッチングギフト助成事業」により、各種行事(イベント)や、高齢者が多く参

加する行事に「見える化」「わかる化」を目的に「絵札を拡大したかるた」を制作し、貸し出しを

している。ここでは、これまでの活用事例を紹介する。 

  ■拡大かるたに関する問い合わせは、 

    〒425-0041 焼津市石津三丁目10-8  静岡福祉文化を考える会 平 田  厚 
 TEL & FAX: 0  -6  - 9   携帯 090- 86 -   7  Email：monogusa-tomy@theia ocn ne jp 

 

 

mailto:monogusa-tomy@theia.ocn.ne.jp
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         「“若者発”ご近所福祉かるた」でつながる地域 

◇引き続き 「活用状況レポート」をお寄せください。 
 

      令和  年  月  日提出 

「“若者発” ご近所福祉かるた」活用状況レポート 

１、活用団体・グループ・個人 

＊住所 〒   －   市 町          

☎    ―    －     fax     ―    － 

E-MAIL: 

＊施設・団体・グループ名                

＊代表者（責任者）・個人              ＊担当者名 

２．どのような領域で、どのような時に活用されましたか。（活用目的） 

 

 

３．どのような展開をされましたか。（活用方法） 

 

 

４．参加者層     名程度 

（１）年代 10 代  20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 以上 

（２）性別 [男性   名程度 ] [女性     名程度] 

（３）領域 幼児 小学生  中学生 高校生 大学生   有職者 年金生活者  その他     

５．活用時間（ ３０分以内  ３０分～６０分  ６０分以上）     

６．活用上の留意点（工夫） 

 

 

７．参加者の反響  

 

 

８．活用所見 

 

 

 

■ぜひ、「若者発 ご近所福祉かるた」活用後は、この「活用状況レポート」を使用して、 

郵送か、fax（054-624-1924）、 E= MAIL monogusa-tomy@theia.ocn.ne.jp  

または右の「ＱＲコード」にて、下記に、ご意見をお寄せ下さい。 いただきましたご 

意見は更に、「福祉文化実践活動」に活かしてまいります。 よろしくお願いします。 

〒425-0041 焼津市石津三丁目 10 番地の８ 静岡福祉文化を考える会 平田 厚宛   

  

第６章 

mailto:monogusa-tomy@theia.ocn.ne.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdx3_PCuL4L5v-Hmt_3WcKfeFqDBj-qDexr6lJkhhd_2mzkvw/viewform?usp=sf_link
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私にとって“ご近所”とは 

中学生の意識と実態調査結果から大人社会への提言 
 

「静岡福祉文化を考える会」は，この 2９年間「静岡発 福祉文化の創造」 

を目指した実践活動の大きな柱立ての一つに、その時代の地域社会を取り 

巻く様々な福祉課題をテーマに、「調査研究活動」に取り組んできました。 

令和 5 年度は、「焼津福祉文化共創研究会」との協働により「共創社会 

実現研究会」を設置（10 回開催）して、今回、初めて、中学生対象調査 

を実施しました。中学生の地域参加を大いに期待しながらも、地域コミュ 

ニティの希薄化、家庭・家族機能やご近所福祉（支え合い）の多様化とと 

もに、その基盤が不透明化、加えて厳しいコロナ禍下にあり、若者との日 

常的な交流環境には至ってません。地域社会に明るい兆しが見えてきた時 

期に，これからの地域づくりに向けて、地域社会に関心を抱き、近い将来 

地域の担い手を期待し、中学生を対象に，身近な地域に対する意識と実態 

を把握し、若者の地域参加の必要性を呼びかけるとともに、世代間交流できるこれからの地域づくり

に向けて、大人社会に提言する目的で「私にとって“ご近所”とは 中学生の意識と実態調査」を実

施しました。2023 年 08 月 05 日～2023 年 09 月 30 日を期間として、静岡県内の中学生（1～

3 年生）を対象に 6 項目，3５の設問を投げかけ、351 名から回答をいただきました。 

 調査結果から、浮きぼりになりました「大人社会への 15 の提言」を紹介します。 

       これからの「若者発 ご近所福祉かるた」の活用に、参考にして下さい。 
 

県内３５１名の中学生から大人社会への１５の提言 
(1) 文化・芸術・スポーツ等、多彩な趣味・特技を持つ中学生が多いことがわかった。 

自分の持ち味(趣味・特技)を地域活動の場で活かしてみたい、参加したい意向の回答は５３％。 

中学生の自己表現が出来る、身近な地域環境づくりに向けて、地域参加の糸口（きっかけ）をつく

る機会を、常に、コミュニティ組織運営において心掛けたい。 

(2) いまの生活環境に満足をしている中学生（８６％）であり、ホッとする居場所（家庭・自分の部屋）

も心得ている。成長とともに、家庭・家族環境の次に、友人といる場所の回答が多くみられる。 

そして、家族と楽しく生活している環境の回答の中でも、８割の中学生は悩みごとがある回答(学校

の勉強のこと、将来のこと、進学のこと等)から、家庭環境は、日頃から、語れる環境を心掛けたい。 

(3) 抱えている悩みを相談できる相手は、家族から友人へと大きく変化をしている。その中で、父親の

存在が見え隠れしている。「語れる環境」づくりは、まずは家庭・家族からを心掛けていきたい。 

特に、男性の社会性や、コミュニケーション力を養う、日頃の心掛けに努めたい。 

(4) 友人に相談する、友人といる場所が居場所である回答から、今の中学生は、友人関係は幅が広く、

お互いに話せる環境を維持していると受け止められる。大人社会は、「語れる環境」に心掛けて、中

学生が、地域社会を見る目を養うことが出来る工夫が求められる。 

(5) 社会の大きな変化の中で、大人社会は、共働きの社会となっている。 

こうした、大人社会を取り巻く家庭環境にあって、「家事労働（手伝い）」の位置づけは、小学生と

比較すれば、減少はしているものの、その役割分担をしっかりと認識している回答である。 

本来、家庭機能として「産み育てる環境」「保護的機能」「福祉的機能」「教育的機能」「経済的機能」

「情緒安定機能」の６つの柱立てがあるといわれているが、今後、こうした機能は大きく変化する

ことが予測される中で、家事労働の位置づけは、日常生活の中で、自然に位置づけ、社会性や連帯

性を育む家庭環境を維持したい。 

(6) コミュニティ組織運営の認識や理解は、今日、大人社会においては、大きな課題にもなっている。 

（自治会・町内会加入減少） 地域社会における、身近な地縁組織の所属意識を中学生に求めても、

「知らない」回答が大半（７３％）である。日頃から、近隣社会の共助のあり方について、大人社

会  から、まず、意識を高め、中学生を地域社会につなげる工夫をしていきたい。 

(7) 誰もが、安心して暮らせる地域であると回答した中学生が約７割、まだまだお互いに努力をしてい

く必要がある回答が３割。こうした回答を踏まえて、中学生が心掛けていることの一つに、「自分か

第７章 資料編 
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ら進んであいさつをする」回答が約３割ある。 

難しい取り組みではない、普段の生活の中で取り組める行動である。 

他人のために、出来ることはやるという意思表示の回答が約７割あることを踏まえて、大人社会は、

中学生に、積極的に地域とつながりが出来るように、その出番を提供していく工夫をしていきたい。 

(8) 時間的制約のある中学生でも５割は、地域の行事等に参加をしている回答である。 

参加していない中学生からは、時間が無い回答は多いものの、参加のきっかけがない、情報が届い

ていない、参加の仲間がいれば参加すると、自分に合った、楽しい行事を期待する回答に、中学生

の地域参加の期待もできる。 

地域行事等への参加の動向は、出来る限り参加したい８１％の回答結果から、中学生の持ち味が発

揮でき、大人社会だけの企画運営から、中学生等、若年層の意見を積極的に取り入れてほしいと要

望する意見を組み入れた場合に、地域社会への関心は高まり、それぞれの領域の負担が軽減され、

地域の活性化に一歩前進する予測もできる。 

こうした提案を実現していく上で、「トータルコーディネート機能」を、誰が担うかの課題がある。 

(9) 住みよい地域である回答が９１％あった。大人社会にとっては、大いに救われる回答結果である。

福祉の視点からは、「ご近所づきあいが良い」の回答も多い。 

引き続き、大人社会が、住みよい地域に向けて、大いに努力していく領域である。 

(10) 今や、情報の多様化、複雑化等が進んでいる中で、中学生は、身近な地域の情報入手は、「家族」が

一番多い回答であった。 この意味から、まず、大人社会が、積極的に地域に関わり、地域の動き

を知り、常に地域の情報を細かく、わかりやすく、中学生に、日頃の家庭生活の中で話す環境をつ

くることが求められている。 

ＩＴ時代の中で、意外と、中学生は、小学生よりも「回覧板」からの情報入手を心得ている。 

身近な地域社会では、これまで長い間、今日まで、回覧板の機能を維持している。 

回覧板の必要性の有無が今日、コミュニティ組織の中で議論されているが、改めて、いかにして、

継続的に有効活用できるかの課題は大きい。 

(11) 中学生は、地域に貢献したい思いを持っている。女性は、男性よりも積極的な面が伺える。 

男性は、積極的に、地域の課題を理解する努力をしながら、大人社会は、常に、地域の現状を中学

生に「見える化」「わかる化」し、共通理解に努めたい。 

(12) 身近な地域社会の中で、ほとんどの中学生は、日常的なふれあい交流や実体験の機会をもっていな

い回答が８５％あった。 

しかし、体験があったと回答した中学生１５％の内容は、「身内福祉：家族に障害者がいる、親戚の

障害者の方と交流」「ご近所福祉：地区のふれあいサロンで地域の高齢者と交流した、ご近所の付き

合いを心掛けている」の範囲内で、自然的な内容を回答している。まだまだ「福祉」を構えた受け

止め方で、難しいと感じる地域環境でもあるようにも伺える。  

こうした面から、一人一人が意識改革をし、誰もが、関われる福祉観を働きかけていく地域づくり

を心掛けたい。 

(13) 中学生から、身近な地域社会で、誰もが安心して暮らしていく上で、必要な支援やサービスを求め

た結果、「見守り・声掛け（安否確認）」「災害時の手伝い」「簡単な介助・介護」「買い物支援」「話

し相手」「移動支援」「ゴミ出し」「定期的なふれあいサロン」「子育て支援」「掃除（草取り）」「趣味・

特技の援助」「配食」「調理」等、大人社会に求めた回答とほぼ同じ内容の回答であった。 

また、地域参加活動のイメージは、「思いやりのあるもの」「まちづくり」「社会にとって必要」「自

ら進んで行う」と前向きな回答結果であり、地域の現状をしっかりと受け止め、支え合う社会を望

んでいることが伺える。 

(14) 福祉活動として長い歴史をもつ「赤い羽根共同募金」の理解は、成長過程で、小学生の理解度より

も高い９４％の回答であった。直接関わっている「学校募金」をはじめ、 地域における「戸別募金」

「職域募金」等の意義を、更に理解することを期待したい。 

(15) 「ともに、助け合う地域づくりへの提言」（自由意見）では、中学生から、３１９件の意見をいただ

いた。この具体的な意見から、「大人社会に向けた提言」として取りまとめると、 

    ①若者にもわかる、地域活動の動きを知りたい。（地域活動の「見える化」「わかる化」） 

    ②若者の意見を、地域活動に活かせる機会を考えてほしい。（誰もが参画する地域づくり） 

    ③若者も気軽に、地域の行事に参加出来る呼掛けを期待したい。（気軽に参加できる環境） 

    ④それぞれの地域の良さをＰＲしていくことで、住民が地域に関心をもつ。(地域環境) 

    ⑤地域情報に、誰もが、容易にアクセスできる情報提供の工夫(広報啓発の開拓) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「“若者発”ご近所福祉かるた」の活用で「赤い羽根共同募金」を学ぶ  
 

 「静岡福祉文化を考える会」では、2021 年度、静岡県内の小学４年生から６年生対象に、 

「福祉ってなに？461 名の子どもたちに聞きました調査」、2023 年度、静岡県内の中学生 351

名対象に「私にとって“ご近所”とは、中学生の意識と実態調査」にそれぞれ取り組みました。 

それぞれの調査設問「あなたは、赤い羽根共同募金を知っていますか」の回答結果では、小学生の

８６％、中学生の９４％が「知っている」と回答をいただきました。  

小学生の回答では、「どんな活動か、詳しくはわかりません。しっかりと学びたい」「街頭で募

金活動をしている人を見かけました」「私の学校でも、福祉活動として赤い羽根共同募金活動に 

取り組み、集まったお金を町の社会福祉協議会に届けました」と詳しく説明がありました。 

中学生は、「内容を理解している」３１％、「内容を調べたことがある」１３％、「言葉だけは知

っている」５０％と、回答がありました。こうした、児童・生徒からの回答結果を、大人社会に

向けた提言としてまとめると、大人社会は、長い歴史のある「赤い羽根共同募金活動の仕組み」

や「赤い羽根共同募金の活用（配分）」そして、「赤い羽根共同募金によって、地域の福祉問題が

改善・発展していること」を 学校教育だけに委ねることなく、家庭・家族、身近なご近所で、

また職域において、市民が主体となった福祉活動の意義を学び合うことを、心がけていかなけれ

ばなりません。 

「何のために赤い羽根共同募金活動をするの？」➡公的制度では、全てを解決できないこと、 

県民一人一人が出来るささえあいを考えていくこと、「私たちが出来る募金活動を考える」➡ 

福祉施設や在宅で生活している方々の生活の支援を考える、「私たちが実践した募金活動でど 

のように地域社会が変わったか」➡関係団体からの報告をもとに「福祉教育」を深めていく。 

 こんなプロセスを大切にしながら、「私が変わる、地域が変わる 住みよいまちづくり」を描 

いていきたいものです。 

「静岡福祉文化を考える会」は、県民の皆様方からの「赤い羽根共同募金」により、「“若者発”

ご近所福祉かるた」の創作から、地域福祉教育教材の活用を１０年間呼び掛けてきました。 

そして、このたび、「かるた」の増刷（３版総計 300 セット）とともに、関係者のご協力をいただ

き、「かるた活用事例集」の作成につなぎ、さらに、「住民福祉教育」の開拓をめざします。 

「かるた」には、各読み札・絵札に「３種類の赤い羽根マーク」を組み入れています。 

また、全ての「かるた」に「赤い羽根共同募金」を共に実践活動につなげる「キーワード」を 

組み入れています。 ぜひ、有効に活用して下さい。 

 

これからの“福祉”を考えるネットサイト 
 ●ＱＲコードから、簡単にジャンプできます。 知識と知恵を身につけ

ましょう。 「静岡県共同募金会」のＨＰにもリンクします。 

 

静岡福祉文化を考える会   協働団体 焼津福祉文化共創研究会 
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静岡発 福祉文化の創造を切り拓く 

若者発 ご近所福祉かるた 活用事例集 
◼ 企画・制作：静岡福祉文化を考える会 

〒421-0841 静岡市清水区追分 3-5-17 NPO法人泉の会内 

TEL: 054-367-2878 FAX: 054-367-2884 

◼ 作 画：漫画家 法月 理榮 

◼ 協 力：焼津福祉文化共創研究会 共創社会実現研究会 

◼ 編   集：原崎洋一・大澤雅晴・河野惠介・藤下品子・古屋貴彦・平田 厚 

◼ 発 行 日：令和 ６年 ９月３０日 

◼ 印刷・製本： 株式会社 セイコー社 

 〒425-0091 焼津市八楠三丁目 5-17 

TEL: 054-626-5960 FAX: 054-626-5970 

 

 

赤い羽根共同募金助成事業により作成しました。 

 


